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本来、フロリダ大学の秋学期は 8 月 21 日から開始されていますが、ビザの手続きの
問題や、ビザの面接予約の制限により、私は 9 月 30 日にようやくフロリダに到着しました。
ビザの面接予約が 9 月前半に取れた後は、教授一人一人に、授業に 1 ヶ月ほど遅れるが、
この授業を受けてもいいか許可を取り、急遽物件を探し、授業を受られていない状態でレポ
ートを提出し、常に心が落ち着かずにいたことを覚えています。交換留学に参加するためだ
けに、卒論を提出せず留年という形にして、卒業を延期したにもかかわらず、私の夢は本当
に叶うのかという不安が常につきまとっていました。念願のフロリダ大学での生活が始ま
り、無事に来ることができた安心感と、新しい環境での緊張とともに新たな生活に慣れよう
とする中、到着した１週間後から、中間期間であるミッドタームが始まり、授業を受けてい
ない８週間分の内容を１週間で頭に詰め込むという試練が待っていました。大学受験を思
い出すほど、授業以外の時間を試験勉強に費やし、なんとか乗り越えることが出来ました。
頑張った甲斐があり、満足する良い点数を取ることが出来ました。１つの筆記試験はまだ返
って来ていませんが、自信があるので返却を楽しみに待っています。試験勉強していたとき
は、終わりが見えず苦しかったですが、今となってはこのような状況を乗り越えられたこと
により自信がつき、他の課題やこれからある期末期間も簡単だと感じることができるので、
この経験をしてよかったと心から感じます。 

苦労話をたくさんしてしまったので、ここからは明るい話題に変えます。まず私の取
っている授業について説明します。私は合計 4 つの授業を取っています。1 つ目は、Cultural 
Anthropology です。内容としては、文化人類学の基礎を学んでいて、今日は日本のクリス
マスにケンタッキーを食べる文化が取り扱われました。週に 3 回講義があって、1 回ディス
カッションがあります。ディスカッションでは、初めはアメリカ人の学生の中でアメリカの
文化や歴史が関係する話で盛り上がっている中、専門用語についていけず、また、急に日本
の話をしたら場がしらけるかな、などと考えてしまい、うまく話せず悔しい思いをすること
もありました。しかし、1 ヶ月経った今は少しずつ慣れ、他の学生の話す内容を理解し、自
分の意見も伝え、楽しみつつあります。２つ目は Introduction to the Principles and History 
of Art 1 です。ルネッサンス以前の美術史について学んでいます。私は、今年の 3 月にヨー
ロッパに旅行に行き、有名な美術館や歴史的な場所を訪れ、美しさに感銘を受け、ここで美
術史を学ぼうと決めていました。実際に訪れた場所であるコロッセウムや、実際に生で見た
作品であるミロのヴィーナスなどが取り扱われ、非常に興味深いです。春学期は、この授業
の続きであるルネッサンス以降の美術史の授業を、既に履修登録しています。３つ目は、
Humanities Perspectives on Gender and Sexuality です。文学作品や映画から、性と社会
の関係について迫っていく授業です。授業内で、アメリカの学生は性に対してオープンに発



言していて、私がここに来て 1 番文化の違いを実感しています。教授の問いに対して、学問
的に性に関する意見を出し合い、授業を進めていくスタイルは、日本では成り立たないと予
想できます。アメリカで多様な意見を聞き、私自身がこれまでは考えなかった話題について
深く考えることができ、個人的にとても面白いと感じています。4 つ目は、Language of the 
World です。毎週世界中の様々な言語について、言語学的に学んでいくオンライン授業です。
世界の様々な言語のそれぞれの珍しい特徴や、言語と歴史の関係を学んでいます。これまで
言語学は、日本語、英語、フランス語のみを扱って来たので、世界中の言語に着目すること
は興味深いですが、範囲が広大で、時に大変でもあります。 

話題を自由時間の過ごし方に変えますが、フロリダ大学には、Gator Nights という無
料かつ食べ物も貰えるイベントが毎週のようにあり、イベントと食べ物が好きな私にとっ
て、心が躍ります。直近では、ハロウィンの時期に Thriller Night があり、脱出ゲームやホ
ラー映画、レイジルームを体験することが出来ました。最近私がハマっていることは、世界
中の様々な料理を食べることです。最近ではメキシコ料理、キューバ料理、ギリシャ料理を
食べました。アメリカでは多様なバックグラウンドを持つ人々が暮らしている影響か、日本
より多くの多国籍料理があると感じています。私は新しい経験をすることが好きで、世界に
興味があるので、これからもたくさん探索していきたいです。(左上からギリシャ料理 gyro、
キューバ料理 bowl、メキシコ料理 bowl、アメリカ料理 Macʼn Cheese、アメリカ料理
McDonald、日本料理 sushi) 
 
 
 
 



  

 

 
 
 



 
 

 


